
　

会会

長長

ああ

いい

ささ

つつ

　
会
員
各
位
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　
飯
野
八
幡
宮
八
十
八
膳
献
穀
会
発
足
以

来
、
会
員
皆
々
様
に
は
日
頃
よ
り
ご
理
解

を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
県
立
平
商
業
高
等
学
校
の
ご
協
力

と
女
生
徒
さ
ん
の
お
田
植
奉
仕
に
対
し
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
古
来
よ
り
神
社
に
傳
は
る
八
十
八
膳
献

饌
の
儀
式
は
、
県
の
重
要
無
形
文
化
財
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
諸
々
の

理
由
に
よ
り
規
模
が
縮
小
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
献
饌
の
儀
式
が
、三
年
前
に
私

達
の
手
で
古
式
通
り
に
復
活
し
ま
し
た
こ

と
に
大
き
な
誇
り
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
戦
後
半
世
紀
を
過
ぎ
て
今
の
日
本
は
青
少

年
の
非
行
化
に
病
ん
で
お
り
ま
す
が
、道
徳

教
育
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
結
果
で
あ
り
大
人

の
責
任
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　　
昔
は
祭
り
の
儀
式
の
内
か
ら
礼
儀
や
行
儀

作
法
な
ど
愉
し
み
な
が
ら
ご
く
自
然
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
、人
々
の
生
活
が
あ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
今
、
昔
の
こ
と
を
云
っ
て
も

笑
わ
れ
ま
す
が
、考
え
て
み
る
必
要
は
あ
る

で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お

き
、八
十
八
膳
献
穀
会
の
大
い
な
る
発
展
の

た
め
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
百
名
の
会
員
を
予
定
し
、現
在
六
十
五
名

の
皆
さ
ん
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に

会
員
を
募
集
し
て
ま
す
。皆
様
の
ご
理
解
を

賜
り
ま
し
て
ご
入
会
の
申
し
込
み
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

      

八
十
八
膳
献
穀
会

会
長
　
大
和
田
　
長
治

　
一
昨
年
に
は
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研

究
所
、
昨
年
は
県
広
報
課
等
の
現
地
訪
問

を
受
け
色
々
と
調
査
研
究
な
ど
戴
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
県
内
に
も
テ
レ
ビ
放
映
な

ど
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
々

様
に
も
意
を
強
く
し
て
、
と
も
に
い
わ
き

の
お
田
植
祭
と
し
て
末
永
く
定
着
で
き
ま

す
よ
う
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

撮
影:

野
澤
　
功
氏

結結 yuiyui

八 十 八 膳 献 穀 会八 十 八 膳 献 穀 会   会 報会 報       第 壱 号第 壱 号

入入

会会

案案

内内

飯
野
八
幡
宮
八
十
八
膳
献
穀
会
　
会
員
募
集

　
飯
野
八
幡
宮
の
古
式
大
祭
で
行
わ
れ
る
八
十
八
膳
献
饌
神

事
は
古
く
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
、
県
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
八
十
八
膳
献
饌
神
事
を
永
く
守
り
伝
え
て
ゆ
く
た
め
に
、

八
十
八
膳
献
穀
会
を
発
足
さ
せ
、
神
饌
田
を
設
け
て
、
田
に

は
糯
米
を
作
り
、
畑
で
は
野
菜
等
を
栽
培
し
、
御
神
饌
と
し

て
奉
納
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
御
奉
仕
を
通
じ
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
農
耕
儀
礼
の

復
元
と
、
風
土
に
根
ざ
し
た
農
業
文
化
を
、
新
し
い
世
代
が

理
解
し
て
さ
ら
に
受
け
継
い
で
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
な
に
と
ぞ
、
私
共
の
活
動
を
ご
理
解
頂
き
、
多
く
の
皆

様
が
ご
入
会
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

結y
u

i

発
行
日
　
平
成
十
二
年
五
月
二
十
六
日

発
行
所
　
八
十
八
膳
献
穀
会

〒
九
七
〇
―
八
〇
二
六

福
島
県
い
わ
き
市
平
八
幡
小
路
八
十
四
　

飯
野
八
幡
宮
社
務
所
内

℡
〇
二
四
六
―
二
一
―
二
四
四
四

発
行
責
任
者
　
飯
野
　
光
世

会会

員員

名名

簿簿

奉
耕
会
員

　
　
　
大
和
田
　
長
治
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
大
山
　
宣
雄
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
大
山
　
公
章
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
加
澤
　
嘉
孝
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
川
角
　
正
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
金
子
　
次
夫
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
黒
木
　
荘
一
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
柴
野
　
茂
樹
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
下
藤
　
吉
男
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
地
引
　
定
一
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
鈴
木
　
正
則
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
鈴
木
　
忠
義
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
関
場
　
喜
代
司
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
新
妻
　
政
昭
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
矢
吹
　
平
一
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
八
幡
　
文
昭
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
山
下
　
富
康
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
矢
吹
　
隆
平
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
矢
吹
　
長
紀
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
吉
田
　
甚
平
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
吉
田
　
長
久
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
吉
田
　
亨
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
吉
田
　
甚
博
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
吉
田
　
吉
兵
衛
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
吉
田
　
孝
徳
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
和
田
　
智
康
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

特
別
会
員

　
　
　
い
わ
き
平
安
閣
　
　
い
わ
き
市
平
童
子

　
　
　
樫
村
　
弘
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
赤
井

　
　
　
里
見
　
庫
男
　
　
　
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町

　
　
　
高
萩
　
現
一
郎
　
　
い
わ
き
市
自
由
ヶ
丘

　
　
　
た
か
つ
き
保
育
園
　
い
わ
き
市
平
字
六
人
町

　
　
　
矢
吹
　
貢
一
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
権
現
塚

賛
助
会
員

　
　
　
阿
辺
　
栄
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
四
ツ
波

　
　
　
安
斉
　
生
吉
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
會
川
　
昇
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
内
田
　
進
一
郎
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
大
友
　
一
夫
　
　
　
い
わ
き
市
郷
ヶ
丘

　
　
　
大
和
田
　
国
夫
　
　
い
わ
き
市
平
字
道
匠
小
路

　
　
　
鎌
田
　
誠
一
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
小
泉
　
高
一
郎
　
　
い
わ
き
市
平
四
ツ
波

　
　
　
小
泉
　
武
久
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
小
松
　
茂
夫
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
久
保
町

　
　
　
佐
藤
　
孝
徳
　
　
　
い
わ
き
市
江
名

　
　
　
桜
井
　
勝
昭
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
斎
藤
　
ミ
チ
子
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

　
　
　
鈴
木
　
昭
雄
　
　
　
い
わ
き
市
好
間
町
下
好
間

　
　
　
鈴
木
　
弘
長
　
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　
　
　
鈴
木
　
正
美
　
　
　
い
わ
き
市
平
幕
ノ
内

　
　
　
鈴
木
　
守
応
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
鈴
木
　
貞
夫
　
　
　
い
わ
き
市
内
郷
高
坂
町

　
　
　
高
田
　
正
昭
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
橘
　
栄
一
郎
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
立
町

　
　
　
遠
山
　
忠
司
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
遠
山
　
勝
久
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
根
本
　
満
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
道
匠
小
路

　
　
　
野
澤
　
功
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
作
町

　
　
　
野
村
　
み
つ
る
　
　
東
京
都
板
橋
区

　
　
　
藤
田
　
誠
　
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
松
崎
　
典
和
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
松
本
　
友
之
　
　
　
い
わ
き
市
字
材
木
町

　
　
　
松
崎
　
正
一
　
　
　
い
わ
き
市
平
鯨
岡

　
　
　
矢
吹
　
正
男
　
　
　
い
わ
き
市
平
幕
ノ
内

　
　
　
吉
田
　
政
雄
　
　
　
い
わ
き
市
平
字
四
町
目

　
　
　
藁
谷
　
守
正
　
　
　
い
わ
き
市
平
下
平
窪

　
　
　
渡
辺
　
富
士
夫
　
　
い
わ
き
市
平
中
塩

　



四
月
上
旬
　
　
八
十
八
膳
献
穀
会
　
総
会

五
月
中
旬
　
　
田
打
祭

五
月
下
旬
　
　
御
田
植
祭

八
月
下
旬
　
　
〆
縄
奉
製
勉
強
会

九
月
十
五
日
　
飯
野
八
幡
宮
古
式
大
祭
　

　
　
　
　
　
　
八
十
八
膳
献
饌
神
事

十
月
上
旬
　
　
抜
穂
祭

十
月
中
旬
　
　
芋
煮
会

十
月
下
旬
　
　
研
修
旅
行

十
二
月
下
旬
　
そ
ば
打
ち

十
二
月
下
旬
　
忘
年
会

一
月
上
旬
　
　
農
立
て

　
こ
の
度
の
八
十
八
膳
献
穀
会
会
報「
結
」の

発
行
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
献
穀
会
の
活
動
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
飯
野
八
幡
宮
の
祭
礼
は
例
年
九
月
十
四
・

十
五
日
に
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、
鏑
流
馬
神

事
は
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
八
十
八
膳
献
饌

行
事
は
一
般
の
方
々
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、春
に
豊
作
を
祈
願
し
、秋

の
み
の
り
に
は
神
前
に
海
・
山
・
川
・
野
の

お
供
え
物
を
山
の
ご
と
く
お
供
え
し
、
祝
詞

を
奏
上
し
、
今
後
の
安
寧
を
祈
願
す
る
と
い

う
報
恩
感
謝
の
心
は
、
祭
り
の
中
核
を
な
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
そ
の
お
供
え
物
が
八
十
八
膳
と

い
う
大
変
多
く
の
お
料
理
が
、
献
穀
会
会
員

及
び
神
職
の
手
に
よ
り
、
押
し
寄
せ
る
波
の

ご
と
く
次
々
に
ご
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
姿

は
、
誠
に
尊
い
こ
と
で
あ
り
、
神
々
が
感
応

さ
れ
た
瞬
間
で
も
あ
る
こ
と
信
じ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

宮
司
あ
い
さ
つ

　
こ
の
八
十
八
膳
神
饌
物
の
復
元
に
、献
穀
会
の

果
し
た
役
割
は
大
き
く
、会
の
ご
支
援
が
な
け
れ

ば
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、
会
報
の
名
称
は
、
神
と
人
と
を
力
強
く
結
び

つ
け
る
、
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
る
、
と
い
う
こ

と
を
念
じ
て
命
名
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、共
に
手
を
取
り
合
っ
て
進
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

飯
野
八
幡
宮
　
宮
司
　
飯
野
　
光
世

　　　　抜穂祭のようす抜穂祭のようす

献献

穀穀

会会

年年

間間

行行

事事

撮
影:

野
澤
　
功
氏

撮影撮影：：野澤　功氏野澤　功氏

飯
野
八
幡
宮
の
神
饌
―
献
饌
神
事
の
復
元
に
関
し
て
―
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

齋  

藤   

ミ 

チ 

子

は
じ
め
に

　
神
饌
の
総
合
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の
一
端
に
多
膳
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
加
え
て
い

る
。
神
仏
へ
の
献
饌
形
態
の
中
で
、
複
数
の
膳
を
供
薦
す
る
例
は
多
く
、
そ
の
数
も
七
十
五
膳
（
岡

山
県
吉
備
津
神
社
他
）、
三
十
膳
（
福
岡
市
、
鳥
飼
八
幡
宮
）、
二
十
二
膳
（
福
岡
県
、
岩
戸
見
神

社
他
）
な
ど
と
多
様
で
あ
る
た
め
、
整
理
分
析
に
備
え
て
、
便
宜
上
、「
多
膳
」
の
語
で
括
っ
て

作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
程
で
、
飯
野
八
幡
宮
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
の
八
十
八
膳
の

献
饌
神
事
に
関
し
て
、
一
九
九
八
年
に
予
備
的
な
観
察
、
記
録
を
行
っ
た
の
で
、
以
下
与
え
ら
れ

た
紙
幅
内
で
そ
の
概
要
を
報
告
し
た
い
。

一
、

神
社
の
振
興
対
策
と
し
て
の
献
饌
神
事
の
復
元
事
業

　
飯
野
八
幡
宮
で
は
、
神
社
本
庁
に
よ
る
第
八
期
神
社
振
興
対
策
指
定
神
社
と
し
て
、
八
十
八
膳

献
饌
行
事
の
整
備
企
画
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
同
社
の
九
月
一
五
日
の
古
式
大
祭
に
お
け
る

八
十
八
膳
の
献
饌
神
事
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
三
ヶ
年
を
目
途
に
、
ま
ず
初
年
度
は
八
十

八
膳
献
穀
奉
賛
会
の
結
成
、
神
饌
の
素
材
で
あ
る
穀
物
（
糯
米
）、
野
菜
等
を
栽
培
す
る
田
畑
の

借
用
契
約
、
古
文
書
に
則
っ
て
の
栽
培
品
目
の
選
定
、
調
理
法
の
検
討
が
な
さ
れ
、
次
年
度
は
企

画
に
沿
っ
て
実
践
、
最
終
の
三
年
目
は
、
軌
道
に
乗
っ
た
事
業
の
定
着
と
継
続
を
図
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
（
第
八
期
神
社
振
興
対
策
指
定
神
社
宮
司
研
究
会
資
料
）
。
こ
の
事
例
は
、
神
饌
自

体
を
注
視
す
る
視
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
時
代
の
推
移
に
よ
る
必
然
性
に
よ
っ
て
、
変
容
あ
る

い
は
衰
退
し
た
献
饌
神
事
の
様
態
を
、
古
文
書
に
照
ら
し
て
、
時
代
を
超
越
し
て
修
正
、
復
元
す

る
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
諸
々
の
条
件
を
異
に
し
、
価
値
観
も
著
し
く
相
違
の
あ

る
近
世
と
現
代
と
の
折
り
合
い
を
ど
の
よ
う
に
つ
け
る
か
、
現
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

も
ち
得
る
か
と
の
、
極
め
て
今
日
的
な
問
題
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
推
進
者
側
で
は
、
神
饌
の
素
材
生
産
の
過
程
に
、
い
ま
や
な
お
ざ
り
に
な
っ
た
農
耕
儀
礼
の
見

直
し
を
も
盛
り
込
み
、
と
り
わ
け
若
年
層
へ
の
啓
蒙
的
な
機
能
を
考
慮
し
、
御
田
植
え
祭
、
抜
穂

祭
な
ど
に
は
、
保
育
園
児
や
高
校
生
有
志
に
参
加
の
機
会
を
も
う
け
て
い
る
。

二
、

飯
野
八
幡
宮
と
古
式
大
祭

　　
社
伝
に
よ
れ
ば
、
飯
野
八
幡
宮
は
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）、
岩
清
水
八
幡
宮
を

勧
請
し
た
の
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
、
祭
神
は
品
陀
別
名
、
息
長
帯
姫
命
、
比
売
神
の

三
柱
を
祀
る
。
近
世
に
は
神
領
四
〇
〇
石
の
御
朱
印
を
与
え
ら
れ
、
領
主
か
ら
の
寄

付
田
五
十
石
も
あ
っ
た
が
、
明
治
期
に
入
っ
て
殆
ど
を
失
い
、
さ
ら
に
大
戦
後
の
農

地
解
放
に
よ
り
、
神
領
地
の
す
べ
て
を
失
っ
た
。
近
世
の
同
神
社
の
配
置
図
に
よ
る

と
、
社
殿
の
周
囲
に
は
諸
々
の
建
造
物
が
整
い
、
〝
一
も
備
ら
ざ
る
無
し
〟
と
言
わ

し
め
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
磐
城
誌
料
　
歳
時
民
俗
記
）。
そ
こ
に
は
神
仏

習
合
の
た
た
ず
ま
い
も
顕
著
に
見
ら
れ
、
そ
う
し
た
時
代
に
は
、
供
僧
が
十
二
坊
（
後

に
十
六
坊
）
あ
っ
て
、
明
治
以
前
は
例
祭
に
も
供
僧
が
関
与
し
て
い
た
。
そ
の
名
残

は
献
饌
形
態
の
中
に
も
窺
知
で
き
る
。

　
献
饌
神
事
復
元
の
拠
り
所
と
な
っ
た
古
文
書
は
、
往
年
の
社
家
三
十
二
人
の
一
人

で
あ
っ
た
家
か
ら
飯
野
宮
司
家
に
、
昭
和
六
十
年
頃
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、「
文
化

六
巳
年
　
定
式
扣
」
と
表
書
き
し
た
六
十
枚
の
和
綴
じ
の
も
の
で
あ
っ
た
（
飯
野
盛

男
「
古
事
録
と
の
出
逢
い
」『
月
刊
若
木
』
第
四
二
四
号
）
。

　
整
備
復
元
が
図
ら
れ
る
ま
で
は
、
時
勢
の
状
況
が
反
映
し
た
献
饌
様
態
で
、
献
饌

用
の
祭
器
具
も
、
あ
る
だ
け
の
分
を
使
用
し
て
い
た
。
後
に
漆
が
剥
げ
た
り
、
破
損

し
た
沢
山
の
容
器
が
見
い
出
さ
れ
て
、「
飯
野
八
幡
宮
流
鏑
馬
の
用
具
類
及
び
献
饌
祭

器
」
と
し
て
、
い
わ
き
市
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
補
助
を
得
て
、
大
椀
、

丸
膳
、
盃
台
、
高
杯
、
御
供
器
箱
膳
各
三
点
、
杯
、
皿
、
椀
、
器
台
な
ど
一
九
二
点

が
、
補
修
さ
れ
塗
り
な
お
さ
れ
て
優
美
な
祭
器
具
に
甦
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
献
饌
様

態
の
再
生
を
促
し
た
と
い
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
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